
昭和59年 2月 1回

?曇 1渥 :号

成人式で大人の仲間入 りした

  恵

。

ノ

日
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
も
る
な
か
七
四
名

（男
三
六
名

女
三
入
名
）
の
新
成
人
者
が
出
席
し

さ
れ
ま
し
た
。
黒
木
哲
也
君
が

「
り

を
述
べ
て
式
典
は
終
わ
り
ま
し
た
が

そ
の
後
　
新
成
人
者
全
員
で
記
合
振

彰
、
青
協
主
催

の
を
，見
発
表
大
会

本
付

の
行
事
　
風
景
の
ス
ラ
イ
ド
上

ひ
さ
し
よ
り
に
集
ま

っ
た
新
成
人

者
た
ち
は
　
お
互

い
の
近
況
を
確
か

め
合

い
再
会
を
哲

い
合

っ
て
い
ま
し

た
が
　
こ
の
感
激
を
忘
れ
す
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
活
躍
を
期
待
し

茸
∝ガノ鞄
負

い
つ
も
実
顔
を
忘
れ
を
い
人
に
′

自
分
の
個
性
を
生
か
し
た
い

技
能
五
轄
国
際
大
会
に
出
ツ
し
た
い

思

い
や
り
　
責
任
、
離
直
を
気
持
ち

日
向
市
　
吉
本
音
代
莫

常
に
真
心
の
あ
る
女
性
で
あ
，
た
い

自
己
の
行
動
に
責
任
を
持
と
う

宮
崎
ｉ
　
小
田
麻
電
子

諸
塚
村
　
岡
田
常
男

固
回
日

2月 は飲酒運転絶滅月間

飲酒運転 を防 ご う

飲酒運転による交通事故は昨年日向署

管内で 範件発生し6名が死亡

48名が負傷 全体の25パ ーセント

にも達していますが、死亡や宣大事故に直結し、極めて危険

な運転と言えます。

O自動車を運転して来た者には酒類を絶対に出さない。

○運転をする者は酒をすすめられた時ははっき'と辞退

する。

O宴 会、結婚式、第礼をど事前に飲酒が予想される場所

へには革を運転していかない。

２２
日
　
登
記
相
談
ロ

２５
日
　
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
共
販

２６
口
　
青
年
花
い
っ
ば
い
運
動

沿
道
美
化
運
動

固
定
資
産
税
　
国
保
税
納
如

率

の
全
国
火
災
予
防
運
動

（～
３
月
１３
Ｂ
）

爪木哲也者 (敷代)が 新威人者を

読
書
に
親
し
も
う

や
ま
び
こ
文
庫

入
れ
替
え
終
る

県
立
図
書
館
の
自
動
車
文
庫

「
や
ま
び
こ
」
の
本
の
入
れ
替

え
が
終
り
ま
し
た
。
気
軽
に
お
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は
、
去
る

一
月
八
日
　
村
民
運
動
場

で
関
憎
さ
れ
、
撮
川
安
幸
田
長
以
下

三
四
〇
名
が
出
場
し
点
検
を
受
け
ま

む
十
五
部
が
集
ま
り
開
会
式
が
行
わ

れ
　
そ
の
後
部
隊
ご
と
に
規
律
訓
練

発
本
の
部
で
点
検
答
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
下
記
の
通
り
で
す
。

開
会
式
で
は
爆
川
田
長
を
先
頭
に

昨
年
受
賞
し
た

，
ま
と
い
″
も
加
え

列
行
進
の
後
各
種
の
麦
彰

ｉ
態
鎌
水

関
係
者
を
集
め
　
例
年
に
ま
し
て
盛

〈成
頼
〉

⑥
総
合
の
部

第
二
位
　
第
１２
部
　
首
川

第
二
位
　
第
２
部
　
家
代

第
二
位

第
３
部
　
川
の
日

″
　
　
第
セ
部
　
商
川

（彼
豪
彰
都
　
者
〉
敬
称
暗

◎
宮
お
い
知
手
ま
杉

◎
日
職
県
消
防
境
会
工
衷
彰

第
６
部
副
部
長
　
甲
窪
光
覚

第
１１
部
江
長
　
　
平
田
利
遺

０
日
向
支
部
長
表
杉

（部
）

（個
人
）

″
　
班
長
　
　
杉
本
４
美

第
６
部
部
長
　
　
橋
本
徳
光

″
　
班
長
　
　
山
村
政
党

″
　
班
長
　
　
菊
池
雅
安

第
１２
部

”″
　

　

田
原
ふ
二

第
１４
部
部
長
　
　
『
池
公
計

◎
騎
塚
村
最
表
杉

（定
例
）

第
１
部
副
班
長
　
岡
田
安
司

第
３
部
　
″
　
　
田
中
康
明

第
５
部
班
長
　
　
図
コ
　
カ

第
１１
部
田
員
　
　
甲
安
公

一　
　
！

（特
別
）

ｏ
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
日
向
支
部

松
本
義
晴
　
　
小
田
大
男

０
同
し
く
第
１０
部
操
作
貝

甲
安
磨
喜
男
　
村
崎
松
実

０
態
線
村
消
防
田
長
表
杉

本
部
班
長
　
　
　
藤
本
　
鉱

第
２
部
副
班
長
　
吉
口
豊
治

第
４
部
虹
長
　
　
本
田
宗
行

第
６
部
副
班
長
　
甲
安
重
富

第
８
部
虹
長
　
　
を
藤

一
夫

第
１０
部

”力
　

　

中
国
信
美

第
Ｍ
部
副
４
長
　
山
崎
厚
志

〈態
蹴
状
〉

◎
本
年
４
月
１
月
付
通
団
予
定
者
に

第
５
部
　
立
山
睦
三
、
杉
本
輝
莫

第
６
部
　
甲
安
光
寛
　
山
村
政
光

第
１０
部
　
中
失
■
喜
夫

第
１１
部
　
平
田
利
進

一
菊
地
雅
安

第
１２
部
　
松
本
弘
美
　
田
原
ぶ
二
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昭和59年 2月 1日 ろも
つ

「火
事
は
術
い
」
と
　
た
だ
漫
然
と

う
場
合
に
　
ど
ん
な
火
災
が
多

い
の

向
と
対
策
イ
を
自
分
な
り
に
整
軽
し

も
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
一斉
生
で
す
ｖ

昭
和
五
十
八
年
版
消
防
白
害
に
よ

た
火
災
は
　
全
国
で
六
万
五
百
六
十

八
作
。
火
災
に
よ
る
死
者
を
火
災

の

種
類
別
に
み
る
と
、
建
物
大
火
に
よ

る
も
の
が
全
体
の
七
創
近
く
を
占
め

毛
で
の
死
者
が
最
も
多
く
　
階
層
別

で
は

一
階
で
の
死
者
が
約
七
割
を
占

め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
　
死
者
を
出
し

た
火
災
に
は
次
の
よ
う
な
や
後
が
み

大
手
は

　

ヽ
〓
）が
怖
い

〔
２
月
〕

一
年
の
う
ち
で
火
災
に
よ

五
十
七
年
中
の
死
者
の
デ
ち
、
約
四

か
月
間
で
死
者
が
最
も
多

い
の
は
二

〔年
前
三
時
）
時
間
常
で
は
、
深
夜

か
ら
早
期
に
か
け
て
の
時
間
に
死
者

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
多

い

い
ま
す
。
そ
し
て
　
逃
げ
遅
れ
の
中

で
も

「
気
づ
い
た
と
き
に
は
大
極
が

〔お
手
寄
り
や
子
供
〕
放
火
自
殺
者

を
除
く
死
者
の
う
ち
、
五
三
　
七
％

は
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
病
人
や
体
の

火
災
に
命
を
４
わ
れ
な
い
た
め
に
、

二
月
、
午
前
三
時
…

点
検
は
防
火
の
始
ま
り

し
め
く
く
り

盆
響

進

芸

窟

問
に
合
い
ま
す
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
か
に
そ
の
通
り
で
　
例
外
は
い

①
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
奈
題
　
　
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
　
平
均
す
る

ｉ
る
と
　
禁
煙
期
間
が
長
く
な
れ
ば
　
　
と
明
ら
か
に
喫
煙
者

の
ほ
う
が
短
奇

な
る
ほ
ど
肺
が
ん
に
か
か
る
危
険
性
　
　
と
な

っ
て
い
ま
す
。
喫
煙
者
で
は
い

は
下
が
っ
て
非
喫
笹
者
の
値
に
近
づ
　
　
ろ
い
ろ
の
が
ん
や
が
ん
以
外
の
病
気

き
ま
す
も
夕
本
ヨ
を
喫

い
は
じ
め
て
　
　
で
死
亡
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
の

肺
が
ん
に
か
か
る
ま
で
に
二
〇
年
か
　
　
で
　
死
亡
車
全
体
か
ら
み
て
も
非
喫

ら
工
０
年
を
要
し
ま
す
が
　
禁
歴
す
　
　
煙
者
に
く
ら
べ
て

一　

一
一倍
か
ら

一

る
と
比
較
的
短
期
間
に
効
果
が
み
ら
　
　
　
ｔ
借
程
度
両
ぐ
な

っ
て
い
ま
す
。

れ
る
の
は
都
合
が
よ
い
こ
と
で
す
。
　

　

こ
れ
を

一
生
涯
の
森
命
に
換
算
す
る

な

っ
た
肺
が
元
通
り
さ
れ
い
に
な
る
　
　
べ
て
二
年
か
ら
六
年
程
度
毎
命
が
短

て
第
合
が
五
分
三
〇
秒
短
縮
す
る
と

，夕
末
ヨ
を
喫

っ
て
い
て
ヽ
長
生
　
　
報
告
し
て
い
ま
す
。

で

今
月
の
デ

昭和58年度新林橋妻

塞套生活環境施詳完成

ニ
リ
・
校
球
徳
加
壕
一
説
ゴ
名
が
女
性
で
そ
の
中
に
十
九
名
の
主
競
が
含
ま

いい
れ旅”嘩れ中Ｗ期感離勝
つ雌嚇焼禅お務抑祢りでなく

”理一　　　∞帥帥，毒擁鞠穀ば．募却軸印鰊羽穀鵬海ポこすこと

え
“
　
党
せ
い剤
に
は
絶
対
手
を
出
さ
を
いよ
う
に
し
ま
一
ょ
う。

”３月８日鎖
練
表
え
ま
カ

２８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

る
　
　
そ
う

い
う
た
残
を
３

い

”黍
搬謗

全国山

二
十
七
年
中
に
は
　
全
国
で
四
千

　

何
百
年
も
の
歳
月
を
必
要
と
し
ま
屯

五
百
七
十
九
件
の
山
火
事
が
あ
り
　
　
　

最
近
は

「
森
林
浴
■
本
―
ド
　
ウ

損
害
額
は
れ
十
億
円
に
も
の
ほ
っ
て
　
　
オ
ツ
チ
ン
グ
」
な
ど
　
出
に
安
ら
ぎ

一
方
　
山
火
事
の
出
火
原
因
は
と
　
　
い
ま
す
。
大
切
を

縁々
“
を
灰
に
し

言
う
と
、
最
近
五
十
七
年
ま
で
の
工

　

な
い
た
め
に
も
、
山
で
働
く
人
や
行

手
間
の
デ
ー
タ
で
は
　
た
き
火
の
火

　

栞
で
山

へ
行
く
人
は
、
必
す
次
の
こ

の
不
始
末
が
全
体
の
三
二
　
九
％
と

　

と
を
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

最
も
多
く
　
以
下
　
た
ば
こ
合
〓

　

　

▽
風
の
強
い
日
や
空
気
の
乾
操
し
て

六
％
）、
大
遊
び

（九
　
四
％
）、　
マ
　
　
　
い
る
と
き
　
ま
た
は
枯
れ
車
を
ど

ッ
チ
　
ラ
イ
タ
ー

（
五
　
一
％
）
と
　
　
　
が
あ
る
場
所
で
は
た
さ
火
を
し
な
い

分
か
る
と
お
り
、
山
火
事
は
自
然
現
　
　
　
は
完
全
に
消
火
す
る

褒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
山
火
事
は
、
　
　
▽
た
ば
こ
の
吸
穀
は
必
４
消
す

人
間
の
火
の
不
始
末
ガ
引
き
起
こ
す
　
　
▽
車
か
ら
た
は
こ
の
吸
穀
を
投
げ
捨

が
吹
く
な
ど
　
こ
の
季
節
に
山
火
事
　
　
い
い
で
し
ょ

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
火
入
れ
の
酢
可
は
必
す
受
け
る

が
起
こ
り
や
す
い
条
■
が
重
な
っ
て
　
　
　
森
林
資
源
ほ

一
茂
焼
大
す
る
と
　
　
　
▽
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
よ
う

火
入
れ
を

す
る
と
き
に
は
、
所
定

の
申
賄
害
を
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
母
総
務
課
消
防
主
と
に
抑
相
譲
下
さ
い
。

肺
ガ
ん
死
亡
率
〈斗
埋
煙
者
を
１
と
し
て
）

一
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週
末
曜
日
に

「登
車
相
談
」
に
出
張

昭和59年度中高年令者職業訓練生募集

中高年令者等の機転職者であって 公共恥業

NHK学 国の通信教育で
一――あなたも学習を―

一
】
　

昭
和
二
十
九
年

対り　け鋤堺柳胸醜注

早
に寸
論
鮨

姦葬鞭捧黎鞭裂い印中”宇“中

聴
離
巾中中〕いむ減

家
資
　
地
代
の
収
入
の
あ
る
人
　
土

額
ナ
　
配
担
者
控
除
や
技
養
控
廃
な

ど
の
所
得
控
際
の
合
計
額
よ
り
多

い

人
　
②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
給
与
以
外

を
ど
　

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

申
告
と
純
枕
の
期
限
は
二
月
十
五

日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
税
務
署

か
ら
申
告
案
内
を
受
け
た
人
は
必
す

指
定
さ
れ
た
日
に
出
暑
し
ま
し
■
う

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署

贈
与
税
の
申
告
と
抑
統
は
　
二
月

め―こ申離蜂蝉証此ネ洞抑批“
僻
　
崎佐抑めを
と
にもなりかねま　
通
信
制
高
張
生
徒
募
集

申
告
や
納
税
が
期
限
を
過
ぎ
ま
す
　
　
型
士
に
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
　
正
規
　
五
十
九
年
度
の
新
入
生
を
募
集
し
て

と
加
算
税
や
延
滞
税
な
ど
奈
分
な
れ
　
　
の
税
型
士
に
相
識
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
ぃ
ま
す
。

所
得
税

、
贈
与
税
申
告
相
設

に

つ
い
て

延
岡
税
務
署
で
は
　
所
得
枕
　
噌

与
班
申
告
の
加
談
　
受
付
を
左
記
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
定
非
ご
利
用

三
　
場
所
　
前

塚

村

役

場

議

場

教
育
で
高
校
手

（県
立
高
校
全
日
制

と
同
じ
）
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

８
地
区
で
　
き
ま
ざ
ま
な
靴
業

（主

婦
も
多

い
）

年
鱗

（
一
〇
代
～
六

〇
代
）
の
人
達
約
二
〇
〇
〇
名
が
働

月
二
回

（
日
曜
日
）
も
よ
り
の
協
力

整

（高
校
）
で
面
技
指
導

〔女
ク
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

園
田
圏
園
田
圏
田

昭
和
二
十
入
年
度
の

「赤
い
羽
根

　

　

肖
こ
の
票
金
か
ら
七
十
六
％
が
諸

共
同
募
金
」
は
目
標
額
四
十
九
万
こ
　
　
塚
村
の
社
会
福
祉
の
た
め
に
逮
元
さ

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
貨
い
ま
ご
　
　
　
　
　
　
共
同
募
金
合
諸
塚
村
分
合

中
”
”
中
車
中
中
一
中
一
中
中
中
い
　
　
　
　
いい
内
ｍ
ｍ
巾
中
〕
〕
申
『
！
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村
長
の
あ
い
さ
つ

度
事
業
　
及
ｇ
複
旧
事
業
も
順
調
に

そ
の
他
村
民
経
済
を
大
き
く
左
右

す
る
小
径
木
加
工
工
場
を
設
に
着
手

し
　
南
二
会
館
蓬
設
も
着
工
と
　
村

あ
る
０
　
諸
塚
村
役
場
庁
合
建
設
に

つ
い
て
　
い
　
諸
家
村
産
業
振
興
”

，
組
む
心
要
が
あ
る

ま
た
　
村
民
の
お
願
で
あ

っ
た
小

極
木
加
工
場
建
設
に
よ
り
農
ホ
家
の

畜
産
損
果
　
水
禁
振
果
に
つ
い
て

も
実
の
あ
る
対
策
と
研
究
が
必
要
で

竹
に
手
の
入
れ
よ
う
で
　
二
～
二
千

方
円
の
収
入
を
上
げ
る
産
業
は
祉
章

め
に
村
民
の
意
欲
と
取
り
組
む
姿
勢

そ
の
他
む
ら
お
こ
Ｌ
と
し
て
の
地

れ
　
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
に
期
待

（次
に
助
役
か
ら
庁
書
改
築
計
画

す
る
理
由
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

意
見
の
受
換
が
な
さ
れ
た
）

「庁
合
の
内
装
工
事
は
　
地
元
の
小

径
木
で
工
夫
は
で
き
な
い
か
」

ｏ
小
径
木
加
工
施
設
も
■
組
以
外
は

全
部
森
ホ
紙
合
山
の
問
偵
材
利
用
で

「庁
合
建
設
に
対
す
る
資
金
計
画
に

ｏ
総
事
業
費
は
お
お
よ
そ
五
億
円
。

（次
に
、
産
業
振
興
中
翔
計
画
瓶

要
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
）

ｏ
排
紅
作
物
―
飯
米
梅
保

（
反
収
目

標
二
人
Ｏ
略
に
）
共
同
防
除
　
生
産

な
生
産
を
行
う
も
特
産
物
は
グ
ル
ー

村
改
植
を
行

い
　
本
工
場
の
瞥
術

一　

原
木
対
策
十
三

一
一〇
〇
Ｌ
を
五

生
産
者
年
間
五
百
本
忙
栽
の
励
行
。

林
情
場
道
成
を
進
め
る
。
貯
撒
人
施

ｏ
大
島
輸
工
場

（就
芳
十

一
名
）
妻

賃
貨
倍

（
使
用
料
）
の
設
定
）

ロ
ホ
率
を
向
こ
ぅ
五
年
八
五
％
に

五

加
に

（向
こ
う
五
年
）
将
来
は
林

十
年
要
す
）

第
八
　
ホ
業
構
造
の
改
キ
に
つ
い
て

一　

入
合
ホ
野
の
充
実
事
業
―
権
利

三
　
森
ホ
総
合
利
用
事
業
～
心
の
ふ

「産
業
振
外
に
つ
い
て
は
　
農
防

「近
年
の
花
朴
状
況
は
杉
　
給
と
な

「森
ホ
総
合
整
備
事
業
も
昭
和
工
八

成
す
る
予
定
で

一
万
ｗ
の
処
理
能
力

場

に

つ

い
て

は

私

達

組

合

員

の

水
年

新

進

気

机

の
紅

合

の
皆

様

　

本

年

枯
れ
体
眠
期
に
入
る
か
ら
そ
の
時
期

植
付
け
、
そ
の
上
に
松
業
な
ど
の
拷

争
せ
植
し
て
商
品
と
す
る
訳
だ
が
紙

面
の
工
合
で
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

福
寿
草
に
は
今

一
Ｏ
①
＆
位
市
販

祉
で
あ
る
。
新
し
い
事
業
に
は
苦
労

し
た
構
想
を
者
い
力
で
盛
り
上
げ
る

の
長
男
の
よ
う
で
あ
る
。
価
格
は

限
苑
先
　
れ
玉
県
大
里
郡
田
部
町

さ

る

一
月

■

四

日

、

考

人

福

祉

館

に

村

内

各

機

関

、

団

体

の

代

表

者

と

村

当

当

会

で

は

、

村

の

現

状

の

構

討

や

今

後

の

課

題

に

つ

い

て

、

多

く

の

有

志

義

元
林
米
研
究
グ
ル
ー
ブ
員

　

小
　
松
　
　
　
ふ

楽
林
紅
合
員
の
皆
様
　
昭
和
二
九
　
　
え
る
県
北
地
市
　
付
に
私
達
の
郷
土

の
引
合
い
が
米
て
い
る
そ
う
で
あ
リ

　

ル
が
砂
漢
化
し

つ
つ
あ
る
と
報
普
３

ま
す
。
先
方
は
月
に
二
〇
〇
〇
ｗ
以

　

れ
て
お
り
ま
す
が
　
日
本
で
は
全
国

て
は
今
後
は
補
場
改
善
　
経
営
指
導

　
入
に
悪
人
は
な
い
と
さ
れ
る
。
自
然

化
し
品
質
の
安
定
を
図
る
も　
　
　
　
　
知
れ
な
い
。
四
李
交
々
の
杉
り
は
傾

嫁
問
題
　
農
ホ
業
経
営
は
深
刻
な
門

　
花
も
野
茉
も
市
場
に
氾
濫
す
る
世
相

「人
づ
く
り
　
地
域
社
会
づ
く
り
は
　

私
は
全
国
的
需
要
の
伸
び
る
福
子
草

本
村
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
　

　

　

の
栽
若
が
可
能
か
ど
う
か
興
味
を
持

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
づ
く
り
は
　
　
古
く
か
ら
文
献
に
は
あ

っ
て
も
自

と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
亡　
　
　
　
　
　
歩
商
品
と
し
て
の
価
値
は
門
却
に
さ

今
や
国
内
外
の
情
勢
は
複
雑
で
厳

　

埼
玉
県
の
高
冷
地
に
城
前
入
植
し
た

か
し
　
志
説
の
抗

一
と
努
力
に
よ

っ
　

好
■
を
或
程
度
人
二
的
に
な
≡
可
能

を
築
か
ね
ば
を
，
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
二
月
開
花
だ
か
ら
正
月
に
門
に
合
わ

り

ま

し

た

が

広

大

な

森

ホ

資

損

を

抱

　

大

変

者

労

さ

れ

ま

し

た

が

　

ヽ
）
の

二

　

　

．く
１

コ

ロ

日

日

日

日

臣

凛

提

】

（喘
淵
中
（以
〔射
γ
首つ
い）
　
滋
一　
本
　
書
　
平
　
　
　
仰
紳
切”
ぃ岐
中
中中
”
＋”
寺中

る
キ
ン
ポ
ー
タ
科
に
属
す
る
宿
根
草

で
あ
る
。
汽
温
か
ら
は
慨
ね
六
〇
〇

る
所
と
云
え
よ
う
。
雨
量
は
前
所
程

劫撓
『
硼
期
だ
瑞
除
謝
資
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春の野中の

暑閣

昔
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
。
暮
色
の
山

こ
こ
で
別
れ
て
ま
た
い
つ
な
を
か

明
け
て
二
月
者
之
宮
。

お
祭
り
で
あ
り
ま
す
。

事
件
は
　
そ
の
後
快
調
な
発
展
を
し

る
。
軒
殺
し
て
福
田
業
と
財
市
の
金

を
分
配
し
た
高
藤
屋
は
県
の
車

（延

岡
）
に
帰
っ
た
。

難
を
８
れ
て
道
ぐ
る
孫
入
を
追

っ
て

付
さ
情
も
か
け
す
殺
し
座
頭
の
も
と

ル
ブ
ル
身
展

い
す
る
身
体
に
な
っ
た
。

こ
の
事
は
代
々
家
に
続
く
の
で
　
世

彫
込
み
た
る
地
蔵
さ
ん
を
建
立
し
て

て
観
音
像
を
獲
て
　
祭
，
日
に
は
首

之
官
の
氏
子
と
■
綱
問
村
の
者
が
菓

り
酒
寧
を
開
い
て
供
養
を
し
た
。
ま

た
祭
日
に
は
お
宮
の
登
り
口
に
接
待

郷
付
）
に
日
畑
を
買
い
小
作
米
で
神

門
に
酒
屋
を
経
営
　
小
作
麦
は
延
岡

に
拷
姉
，
断
油
製
造
の
業
を
営
み
高

売
は
繁
栄
し
財
と
な
し
　
天
保
九
年

に
は
町
で
も
四
番
目
の
茉
封
家
と
な

金

ハ
益

″
情
ス
ヘ
シ
　
言
ガ
恨

ニ
テ

必
ス
子
孫

二
掌
フ
ナ
サ
ン

（中
略
）

現
存
の
九
十
五
オ
翁
は
私

（筆
者

）

に
語

っ
た
事
が
あ
り
ま
す
も

で
民
間
飛
行
家
後
藤
勇
吉
氏
の
掃
人

伝
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
吉
か
ら
語
ら

れ
て
い
る
事
が
今
も
前
不
思
残
に
起

る
事
が
出
来
な
い
室
で
座
頭
さ
ん
を

は
舞
り
の
日
に
吉
之
官
に
参
キ
し
た

二
十
七
日
に
北
郷
村
の
清
川
の
清
田

車
作
後
三
百
六
十
■
日

（弘
化
二
年
）

に
察
祀
対

、銀
十
六
鏡
フ
奉
納
ス
ト

参
９
が
続

い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
祭

祀

料

は

祉

抄

包

に

し

て

あ

り

大

事

に

神

前

に

供

え

神

官

は

特

別

に

祝

例

を

延

岡

で

旧

七

月

十

八

日

　

流

れ

酒

頂

が

五

ケ

新

川

の

紺

屋

町

の
下

手

浜

御

殿

広

場

で

行

っ
た

。

町

中

の
増

監

が

あ

り

、

書

男

女

が

集

９

屋

台

店

が

並

び

深

夜

ま

で

に

ぎ

わ

い
廷

岡

を

〇

年

前

に

始

め

た

行

事

で

あ

る
。

足

石

と

云
う

。
文

政

十

二

（
一
八

二
九

）

に

姓

立

さ

れ

た

と

云

う

。

る
。

明

郷

は

天

保

入

年

に

せ

く

な

っ

座

頭

の
墓

と

思

わ

れ

る

墓

が

あ

り

今

十
二
月

詠
草

察

零

掃
こ

諸
塚
短
歌
会

庭
党
に
朝
加
の
青
英
鏑
み
来
れ
ば
レ
ン
ジ
に
煮
こ
ほ
れ
新
米
勾
よ

煩
悩
を
さ
ら
め
〓
尽
く
し
大
銀
杏
基
を
守
り
て
ど
っ
し
り
と
行
つ

波
型
に
掃
日

つ
け
し
玉
砂
利
に
爪
先
赤
き
鳩
舞
ひ
降
り
ぬ

来
る
年
は
二
十
七
才
君
も
わ
れ
も
ぞ
事
実
な
れ
ど
も
嘘
の
加
し
も

秩
月
の
藩
主
の
お
仮
屋
跡
と
い
よ
実

々
津
県
庁
あ
と
の
母
投
も
今
な
く

秋
深
く
並
木

の
落
業
掻
≡
寄
せ
て
焚
く
火
の
題
や
お
ら
空
お
よ

諸
塚
の
山
路
と
た
ど
り
分
け
入
れ
ば
栗
の
実
お
つ
る
音
の
さ
や
け
Ｓ

塚
原
橋
日
録
司
あ
て
　
ご
提
出
下
さ
い
。

謹
　
生

お
め
で
と
う

（属
出
Ｅ

1絶
蚕

り

に
行

っ
て

み

る

と

　

案

の
中

、

友

軍

の

下

土

い

で

術

兵

の
前

に

二

人

の

歩

い

が

立

崎

中

で

あ

っ
た
。

価

兵

司

司

合

に

詳

し

く

事

情

を

述

べ

今

在

一

す

る

革

に

な

っ

て

い

る

夕

と

の

車

で

あ

っ
た

が

、

場

合

に

よ

っ
て

は

こ

の

部

陳

と

行

動

と

共

に

し

て

い

れ

ば

兎

も

角

泊

る

事

を

示

知

さ

せ

て

　

行

な

っ
て

判

明

し

た

事

だ

が

　

職

場

と

了
迄
、
な
か
ノ
て
ヽ
同

一
行
動
は
取
れ

な
い
と
い
う
事
実
で
あ

っ
た
。
強
帯

域
奏
の
上
に
身
を
積
た
え
て
い
る
裡

衛
兵
所

の
外
で
、
ガ
ヤ
ノ
ヽ
と
騒

じ

っ
と
脚
耳
を
立
て
る
と

″
行
生
兵

く
米
良
に
尉

（木
臨
盾
住
）
の
声
で

鞠中鑑ヤ中”開一中ツ］

い
〃

側
Ｌ
／

火
　
宮
　
章
〔
久
夫

と
言
う
と
に
尉
殿
も
操
し
当
て
て
ホ

″
と
に
か
く
無
事
で
何
よ
り
　
詳
し

い
事
は
明
旧
聞
く
事
に
し
て
今
夜

こ

て
篤
兵
司
合
に
御
世
話
に
な
る
こ
と

を
言
げ
て
英
の
地
室
に
入
っ
た
。
そ

イ
、
火
宮
　
‘
，
し
た
事
か
　
俺
達

は
お
前
が
行
方
不
明
に
な

っ
た
の
で

お
前
が
無
事
に
見
つ
か

っ
た
の
で
よ

か
っ
た
″
と
我
事
の
よ
う
に
喜
ん
で

行
事
で
坂
れ
て
い
る
か
ら
早
め
に
寝

え
立
て

ヽ
い
た
。
道
端
に
は
死
体
も

い
た
。
約

一
時
間
行
軍
し
た
と
こ
ろ

落
の
八
日
付
近
と
思
わ
れ
る
地
点
に

中
隊
が
宿
首
し
て
い
て
　
私
が
記
術

の
捜
素
隊
の
事
が
分
か
っ
た
の
か
木

冊
生
兵
が
行
方
不
明
に
な

っ
た
と
伝

事
で
何
よ
り
　
詳
し

い
車
は
後
で
開

く
が
″
と
無
事
で
あ

っ
た
手
を
誰
よ

を
報
告
し
た
。
中
隊
長
は
先
づ
無
事

で
あ

っ
た
事
を
祝
福
し
　
職
場
に
つ

事
の
順
末
は
大
隊
本
部
に
も
報
告
の

随
行
し
　
河
章
多
隊
長
を
始
め
副
官

ら
に
報
告
し
た
。
４
官
と
も
無
事
を

の
概
要
で
あ
る
。　
　
　
　
つ
づ
く

計

軌

押
彰

）

査選書

ぉ

く

や

み

申亡舜一中中一『層却出中

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
お
金
は

自
じ

宮
崎
市
　
甲
空
　
佐
構

（亡
母
ヤ
マ

様
）

黒
葛
原
　
藤
本
　
温
様

（亡

祖
母
ツ
ル
エ
康
》
　

立
岩
　
山
崎
安

衛
様

〈亡
母
リ
ン
様
）

立
岩
　
見

原

一
男
権

（亡
父
清
被
）
　

七
ツ
山

甲
空
　
強
様

（亡
父
蔵
栄
継
）

南
川
　
矢
勇
式
控
様
（亡
母
カ
ク
構
）

④
１１１
∪

村
青
年
数
室
代
表
　
根
川
賜
夫
様
か

南
塚
村
社
会
福
祉
協
議
会

，
撃
地

は
軒

可
受

け
て
″

墓
地
は
個
人
的
に
県
知
革
の
計
可

な
く

（軽
地
埋
葬
争
に
関
す
る
法
律
）

問
合
せ
下
さ
い
。


